
９
月
定
例
会
議 

代
表
質
問

琵
琶
湖
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

新潟県議会の視察（新潟県新潟市）
◦�地方創生および人口減少対策に関する
取り組みについて
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琵
琶
湖
の
自
然
環
境
の
保
全
と
汚
濁
し
た
水
質

の
回
復
を
図
り
な
が
ら
、
水
資
源
の
利
用
と
関
係

住
民
の
福
祉
を
あ
わ
せ
て
増
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た『
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
』が
、
昭

和
47
年
度
か
ら
平
成
８
年
度
に
失
効
す
る
ま
で
時

限
法
と
し
て
施
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
知
事
に
質

問
し
ま
し
た
。

知
事
　
琵
琶
湖
が「
国
民
的
資
産
」と
明

確
に
法
律
で
位
置
付
け
ら
れ
、
外
来
動

植
物
に
よ
る
被
害
の
防
止
や
、
カ
ワ
ウ
に
よ
る
被

害
の
防
止
、
水
草
の
除
去
、
水
産
資
源
の
適
切
な

保
存
お
よ
び
管
理
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
普

及
、
森
林
の
整
備
お
よ
び
保
全
な
ど
、
琵
琶
湖
の

様
々
な
課
題
が
法
律
に
具
体
的
に
明
記
さ
れ
た
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

「
琵
琶
湖
の
保
全
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
す
る

の
か交

通
施
策
に
つ
い
て

　
21
世
紀
の
滋
賀
の
発
展
や
安
全
確
保
に
は
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、
鉄

道
や
道
路
の
広
域
的
な
整
備
は
、
人
の
移
動
や
物

流
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
防
災
の
観
点
か
ら
安
全

を
確
保
す
る
上
で
最
重
要
課
題
と
言
え
ま
す
。

  

そ
こ
で
県
が
示
す
滋
賀
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

特
に
交
通
施
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。

知
事
　
本
県
と
し
て「
地
域
の
受
益
の

程
度
を
勘
案
し
、
費
用
負
担
を
関
西
全

体
で
解
決
す
る
」こ
と
、「
並
行
在
来
線
の
経
営
が

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
」こ
と
の
２
点
を
主
張
し
、
平
成
25
年

４
月
に
関
西
広
域
連
合
で
こ
れ
ら
を
盛
り
込
ん
だ

「
米
原
ル
ー
ト
案
」が
取
組
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

国
や
関
西
広
域
連
合
等
と
の
意
見
交
換
・
情
報
収

集
に
努
め
る
と
と
も
に
、本
県
選
出
国
会
議
員
や
、

関
係
市
、
経
済
界
、
そ
し
て
県
議
会
議
員
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
、
滋
賀
県
の
将
来
の
発
展
に
資
す
る

北
陸
新
幹
線
構
想
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 北

陸
新
幹
線「
米
原
ル
ー
ト
」の
実
現
に

向
け
て

知
事
　
草
津
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

増
加
や
ダ
イ
ヤ
の
充
実
に
向
け
、
甲
西

駅
行
き
違
い
設
備
の
整
備
や
甲
南
駅
以
東
の
４
駅

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
改
札
機
の
設
置
に
向
け
た
様
々

な
利
用
促
進
、
さ
ら
に
は
三
雲
駅
、
甲
南
駅
で
の

駅
整
備
や
駅
周
辺
整
備
計
画
等
に
沿
線
市
町
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
び
わ
こ
京
阪
奈（
仮

称
）鉄
道
構
想
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
既
存
鉄
道
で
あ
る
信
楽
高
原
鐵
道
と
近

江
鉄
道
の
輸
送
の
安
全
性
向
上
や
利
便
性
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
沿
線
市
町
と

と
も
に
安
全
輸
送
設
備
の
整
備
な
ど
に
対
し
、
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、陶
芸
の
森
と
連
携
し
た「
マ

イ
キ
ー
・
ト
レ
イ
ン
」の
運
行
な
ど
、
観
光
誘
客

の
取
組
等
を
通
じ
て
鉄
道
利
用
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。 今

後
、
市
町
の
取
組
と
連
携
し
て
該
当

す
る
鉄
道
網
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か

文
化
・
教
育
施
策
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
教
科
別
の
正
答
率
に
関

し
て
は
、
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
学
習
や
生

活
状
況
に
つ
い
て
は
気
に
な
る
結
果
も
で
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
未
来
に
希
望
を
も
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
や
、
学

べ
る
機
会
の
確
保
の
重
要
性
に
つ
い
て
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
知
事
に

質
問
し
ま
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
の「
学
ぶ
力

の
向
上
」に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

知
事　
現
場
で
の
努
力
の
結
果
、
向
上

し
て
い
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
全
国
と

の
差
は
な
お
大
き
く
、
①
土
曜
日
、
日
曜
日
や
放

課
後
の
使
い
方
の
工
夫
改
善
、
②
子
ど
も
の
わ
か

ら
な
い
に
対
す
る
手
立
て
、③
授
業
の
工
夫
改
善
、

④
読
む
力
や
言
語
力
を
育
む
読
書
の
在
り
方
の
４

点
に
着
目
し
、
他
府
県
の
事
例
や
市
町
と
共
有
し

て
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
力
の
向
上
に
危
機
感
と
使

命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
力
に
つ
い
て
は
、
確
実
に

伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら「
学
ぶ
力

向
上 

滋
賀
プ
ラ
ン
」の
中
長
期
計
画
を
も
と
に
、

実
効
性
を
持
た
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
滋
賀
県
は
全
国
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
県
で
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
10
月
に
対
前
年
度
比
で
減
少
に
転
じ
る
と
と
も
に
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
滋
賀
県
で
も
間
も
な
く
人

口
減
少
局
面
に
入
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
超
高
齢
社
会
も

到
来
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
一
部
の
市
町
、
地
域
に
お
い
て
は
、

既
に
人
口
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

に
お
い
て
は
、
生
産
人
口
の
減
少
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
や
、
社
会

保
障
費
の
増
大
、
農
山
村
地
域
の
過
疎
化
の
更
な
る
進
展
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
・
弱
体
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
を

図
る
と
同
時
に
、
こ
の
社
会
の
到
来
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
も

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、「
滋
賀
県
基
本
構
想
」の
エ
ン
ジ
ン
と
な

る
、「
人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊
か
な
滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
減
少
を
見
据
え
た

豊
か
な
滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略

人口に関する目標
◦総人口　2040年に約137万人、2060年に約128万人
◦出生数　生まれてくる子どもの数を2020年に現状より
　　　　　500人プラス
　　　　　（2020年に出生数13,000人とし、その水準を維持、
　　　　　  合計特殊出生率　2040年に1.94、2050年に2.07）
◦若者の社会増減　2020年に現状より1,000人以上プラス
　　　　　　　　　（20〜24歳の社会増減を2020年にゼロ）

■目指す将来像

地方創生特別委員会
県外行政調査

厚生・産業常任委員会
県外行政調査
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三条市議会の視察（新潟県三条市）
◦�地場産業の振興に関する取り組みにつ
いて

福岡市こども病院（福岡県福岡市）
◦�小児・周産期医療における高度専門医
療の推進や地域医療・国際医療への取
組等について

北九州市議会（福岡県北九州市）
◦�観光振興について
◦�観光客誘致の強化や魅力発信の取り組
み等

障害者自立支援ショップ
｢一丁目の元気｣（福島県北九州市）

◦�施設の概要について
◦�障害者の自立支援の取り組み、施設の
概要について

ウォータープラザ北九州
（福岡県北九州市）

◦�北九州市の水ビジネスの取り組みにつ
いて

広島県議会（広島県広島市）
◦�医工連携の取り組みについて
◦子育て支援の取り組みについて

広島平和祈念資料館（広島県広島市）
◦�平和祈念館事業の参考のため、施設の
概要について

がん高精度放射線治療センター
（広島県広島市）

◦�がん対策の参考のため、施設の概要に
ついて

◀「
人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊
か
な
滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略
」よ
り
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９
月
定
例
会
議
で
は
、今
回
初

め
て
会
派
を
代
表
し
て
の
代
表
質

問
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

裏
面
の
会
派
ニ
ュ
ー
ス
も
私
の

代
表
質
問
の
記
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
！




